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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　媒体シートの少なくとも第１の面上にマーキング材料を有する前記媒体シートを搬送す
るように構成された媒体搬送と、
　前記媒体シートの前記第１の面に摩擦材料をこすりつけるように構成された媒体シート
摩擦モジュールと、
　前記媒体シートの前記第１の面から前記摩擦材料にこすりつけられた前記摩擦材料上の
前記マーキング材料を検知するように構成されたセンサと、
　前記摩擦材料上の前記検知された前記マーキング材料に基づいて、前記媒体シート上の
前記マーキング材料の定着強度を判断するように構成されたコントローラであって、前記
定着強度は前記マーキング材料が前記媒体シートにどれくらいうまく貼り付いているかを
示す、コントローラと、を含み、
　前記媒体シート摩擦モジュールは、前記摩擦材料に関して前記媒体シートの反対側に組
み合わされた裏当て装置を含み、前記裏当て装置は前記摩擦材料を前記媒体シートと選択
的に係合させる一方で前記摩擦材料を前記媒体シートから選択的に解放するように構成さ
れ、
　前記センサが、前記マーキング材料のない前記摩擦材料のこすられていない白さのレベ
ルを検知して、前記こすられていない白さの値を出力するように構成され、
　前記センサは、前記媒体シートの前記第１の面からこすりつけられた前記摩擦材料上の
前記マーキング材料に基づいて、こすられた白さのレベルを検知して、前記こすられた白
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さの値を出力するように構成され、
　前記コントローラが、前記こすられていない白さの前記値と、前記こすられた白さの前
記値との間の差に基づいて、前記媒体シート上の前記マーキング材料の定着強度を判断す
るように構成され、
　前記コントローラは、前記媒体シート上の前記マーキング材料の定着強度が不十分であ
る場合に警報信号を出力する、装置。
【請求項２】
　前記コントローラが、前記摩擦材料上の前記検知された前記マーキング材料に対応する
値と、前記マーキング材料のない前記摩擦材料に対応する値との間の差に基づいて、前記
媒体シート上の前記マーキング材料の定着強度を判断するように構成されている、請求項
１に記載の装置。
【請求項３】
　前記コントローラが、前記摩擦材料上の前記検知された前記マーキング材料に対応する
値と、前記マーキング材料のない前記摩擦材料に対応する値との間の差を決定することに
より、および前記差と閾値とを比較することにより、前記媒体シート上の前記マーキング
材料の定着強度を判断するように構成されている、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記センサが、前記マーキング材料のない摩擦材料の特徴を検知するように構成されて
おり、
　前記コントローラが、前記摩擦材料上の前記検知された前記マーキング材料に対応する
値と、前記マーキング材料のない前記摩擦材料の前記検知された特徴に対応する値との間
の差に基づいて、前記媒体シート上の前記マーキング材料の定着強度を判断するように構
成されている、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　媒体搬送と、媒体シート摩擦モジュールと、センサとを有する装置における方法であっ
て、
　前記媒体搬送上の媒体シートを搬送するステップであって、前記媒体シートは前記媒体
シートの少なくとも第１の面上にマーキング材料を有する前記媒体シートを搬送するステ
ップと、
　前記媒体シート摩擦モジュールの摩擦材料を前記媒体シートの前記第１の面に選択的に
こすりつけてから前記摩擦材料を前記媒体シートから解放するステップと、
　前記媒体シートの前記第１の面から前記摩擦材料上にこすりつけられた前記摩擦材料上
の前記マーキング材料を、前記センサを用いて検知するステップと、
　前記摩擦材料上の前記検知された前記マーキング材料に基づいて、前記媒体シート上の
前記マーキング材料の定着強度を判断するステップであって、前記定着強度は前記マーキ
ング材料が前記媒体シートにどれくらいうまく貼り付いているかを示す、判断するステッ
プと、を含み、
　前記検知するステップが、前記マーキング材料のない摩擦材料のこすられていない白さ
のレベルを検知するステップと、前記こすられていない白さの値を出力するステップと、
前記媒体シートの前記第１の面からこすりつけられた前記摩擦材料上の前記マーキング材
料に基づいて、こすられた白さのレベルを検知するステップと、前記こすられた白さの値
を出力するステップとを含み、
　前記判断するステップが、前記こすられていない白さの前記値と前記こすられた白さの
前記値との間の差に基づいて前記媒体シート上の前記マーキング材料の定着強度を判断す
るステップを含み、
　前記判断するステップにおいて前記媒体シート上の前記マーキング材料の定着強度が不
十分である場合に警報信号を出力するステップをさらに含む、方法。
【請求項６】
　前記判断するステップが、前記摩擦材料上の前記検知された前記マーキング材料に対応
する値と、前記マーキング材料のない前記摩擦材料に対応する値との間の差に基づいて、
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前記媒体シート上の前記マーキング材料の定着強度を判断するステップを含む、請求項５
に記載の方法。
【請求項７】
　前記判断するステップが、前記摩擦材料上の前記検知された前記マーキング材料に対応
する値と、前記マーキング材料のない前記摩擦材料に対応する値との間の差を決定するス
テップにより、および前記差と閾値とを比較するステップにより、前記媒体シート上の前
記マーキング材料の定着強度を判断するステップを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記マーキング材料のない前記摩擦材料の特徴を、前記センサを用いて検知するステッ
プをさらに含み、
　前記判断するステップが、前記摩擦材料上の前記検知された前記マーキング材料に対応
する値と、前記マーキング材料のない前記摩擦材料の前記検知された特徴に対応する値と
の間の差に基づいて、前記媒体シート上の前記マーキング材料の定着強度を判断するステ
ップを含む、請求項５に記載の方法。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は印刷装置における定着強度を制御する装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、プリンタ、多機能媒体装置、静電写真機械、インク・ジェット・プリンタ、フレ
キソ印刷機、石版印刷機、および他の装置などの画像出力装置が、紙、基板、トランスペ
アレンシー、プラスチック、ラベル、または他の媒体シートなどの媒体シート上に画像を
作り出す。画像を作り出すために、トナー、インクジェット用インク、または他のマーキ
ング材料などのマーキング材料を媒体シートに塗布して、媒体シート上にマーキング材料
潜像を生成する。その後、定着器アセンブリが、媒体シートに熱および／または圧力を加
えることにより、媒体シートにマーキング材料潜像を貼り付けたり、または定着させたり
する。
【０００３】
　定着器アセンブリは、定着器ニップで互いに連結される定着ロールまたはベルトのよう
な回転部材を用いて圧力をかける。媒体シートにマーキング材料を貼り付けるために媒体
シートを定着器ニップの中を通って供給するとき、マーキング材料潜像を有する媒体シー
トに圧力をかける。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　残念ながら、多くの電子写真システムでは、マーキング材料が媒体シートに適切に定着
されていない場合、故障モードが起こる。これらの故障は、製造されるマーキング材料の
バッチ間変動、製造される媒体の変動、および他の要因に関連している。１つの対策は、
悪い入力に対処するために定着器設定点を選択することである。他の対策は、改善された
定着器設定点、例えば、重い媒体に対する高い定着温度などを、制御システムが選択でき
るようにすることを、媒体種類に関する操作者入力によって可能にすることである。しか
しながら、これらの対策は効率が悪く、適切な定着強度性能を現場で一貫して維持するこ
とがない。
【０００５】
　したがって、印刷装置における定着強度を制御する装置および方法に対する必要性があ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　印刷装置における定着強度を制御する装置および方法を開示する。装置は、媒体シート
の少なくとも第１の面上にマーキング材料を有する媒体シートを搬送するように構成され
た媒体搬送を含むことができる。装置は、媒体シートの第１の面に摩擦材料をこすりつけ
るように構成された媒体シート摩擦モジュールを含むことができる。装置は、媒体シート
の第１の面から摩擦材料上にこすりつけられた摩擦材料上のマーキング材料を検知するよ
うに構成されたセンサを含むことができる。装置は、摩擦材料上の検知されたマーキング
材料に基づいて、媒体シート上のマーキング材料の定着強度を判断するように構成された
コントローラを含むことができ、この定着強度はマーキング材料が媒体シートにどれくら
いうまく貼り付いているかを示している。コントローラは、作動装置に関する設定点を更
新するための定着器アセンブリの閉ループ制御を含むことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】装置の一実施例を示す図である。
【図２】装置の一実施例を示す図である。
【図３】印刷装置の一実施例を示す図である。
【図４】印刷装置における定着強度を制御する方法の一実施例のフローチャートを示す図
である。
【図５】線形摩擦対定着器ニップ温度を示す一実施例のグラフである。
【図６】印刷物に対する線形摩擦対圧力を示す一実施例のグラフである。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　実施形態は、印刷装置における定着強度を制御する装置を含んでいる。装置は、媒体シ
ートの少なくとも第１の面上にマーキング材料を有する媒体シートを搬送するように構成
された媒体搬送を含むことができる。装置は、媒体シートの第１の面に摩擦材料をこすり
つけるように構成された媒体シート摩擦モジュールを含むことができる。装置は、媒体シ
ートの第１の面から摩擦材料上にこすりつけられた摩擦材料上のマーキング材料を検知す
るように構成されたセンサを含むことができる。装置は、摩擦材料上の検知されたマーキ
ング材料に基づいて、媒体シート上のマーキング材料の定着強度を判断するように構成さ
れたコントローラを含むことができ、この定着強度はマーキング材料が媒体シートにどれ
くらいうまく貼り付いているかを示している。コントローラは、作動装置に関する設定点
を更新するための定着器アセンブリの閉ループ制御を含むことができる。
【０００９】
　実施形態は、装置における定着強度を制御する方法をさらに含んでいる。装置は、媒体
搬送、媒体シート摩擦モジュール、およびセンサを有することができる。方法は、媒体搬
送上の媒体シートを搬送することを含むことができ、この媒体シートは媒体シートの少な
くとも第１の面上にマーキング材料を有している。方法は、媒体シート摩擦モジュールを
用いて媒体シートの第１の面に摩擦材料をこすりつけることを含むことができる。方法は
、媒体シートの第１の面から摩擦材料上にこすりつけられた摩擦材料上のマーキング材料
を、センサを用いて検知することを含むことができる。方法は、摩擦材料上の検知された
マーキング材料に基づいて、媒体シート上のマーキング材料の定着強度を判断することを
含むことができ、この定着強度はマーキング材料が媒体シートにどれくらいうまく貼り付
いているかを示している。方法は、作動装置に関する設定点を更新するための定着器アセ
ンブリの閉ループ制御を含むことができる。
【００１０】
　実施形態は、定着強度を制御する印刷装置をさらに含んでいる。印刷装置は、媒体シー
トを搬送するように構成された媒体搬送を含むことができる。印刷装置は、媒体シートの
少なくとも第１の面上にマーキング材料を載置することにより画像を生成するように構成
された、マーキングモジュールのような画像生成モジュールを含むことができる。印刷装
置は、マーキング材料の少なくとも一部分を媒体シートの第１の面に貼り付けるように構
成された、定着モジュールのような画像貼り付けモジュールを含むことができる。印刷装
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置は、マーキング材料を含む媒体シートの第１の面に摩擦材料をこすりつけるように構成
された媒体シート摩擦モジュールを含むことができる。印刷装置は、媒体シートの第１の
面から摩擦材料上にこすりつけられた摩擦材料上のマーキング材料を検知するように構成
されたセンサを含むことができる。印刷装置は、摩擦材料上の検知されたマーキング材料
に基づいて、媒体シート上のマーキング材料の定着強度を判断するように構成されたコン
トローラを含むことができ、この定着強度はマーキング材料が媒体シートにどれくらいう
まく貼り付いているかを示している。コントローラは、作動装置に関する設定点を更新す
るための定着器アセンブリの閉ループ制御を含むことができる。
【００１１】
　図１および図２は、静電グラフィック印刷装置、静電写真印刷装置、フレキソ印刷装置
、石版印刷装置、または媒体上に画像を生成する他の任意の装置のような装置１００の説
明図の例である、また、装置１００は、プリンタ、多機能媒体装置、静電写真機械、レー
ザプリンタ、または媒体上に画像を生成する他の任意の装置の一部分であってもよい。
【００１２】
　装置１００は、媒体シート１１２の少なくとも第１の面上にマーキング材料１１４を有
する媒体シート１１２を搬送するように構成された媒体搬送１１０を含むことができる。
マーキング材料１１４は、トナー、インクジェット用インク、平版インキ、フレキソ印刷
インキ、または他の任意のマーキング材料である可能性がある。
【００１３】
　装置１００は、媒体シート１１２の第１の面に摩擦材料１２１をこすりつけるように構
成された媒体シート摩擦モジュール１２０を含むことができる。摩擦材料１２１は、布、
紙、または定着されていないマーキング材料を媒体シートからこすり落とすことができる
他の任意の材料であることができる。媒体シート摩擦モジュール１２０は、摩擦材料１２
１に関して媒体シート１１２の反対側に組み合わされた裏当て装置１２２を含むことがで
きる。裏当て装置１２２は、摩擦材料１２１を媒体シートと選択的に係合させることがで
き、摩擦材料１２１を媒体シートから選択的に解放することができる。例えば、媒体シー
ト摩擦モジュール１２０は、摩擦材料１２１と媒体シートとを係合させ（図１）、解放す
る（図２）作動装置１２６を含むことができる。媒体シート摩擦モジュール１２０は、裏
当て装置１１２が媒体シート１１２に圧力を加えるときに媒体シート１１２に対する支持
を提供する裏当て構造１２３を含むことができる。媒体シート摩擦モジュール１２０は、
摩擦材料１２１を供給して、それを受け取ることができるローラ１２４および１２５を含
むことができる。
【００１４】
　装置１００は、媒体シート１１２の第１の面から摩擦材料１２１上にこすりつけられた
摩擦材料１２１上のマーキング材料を検知するように構成されたセンサ１３０を含むこと
ができる。センサ１３０は、濃度計、全幅配列センサ、分光光度計、画像読み取りバー、
またはマーキング材料を検知できる他の任意のセンサである可能性がある。例えば、実験
においてセンサとして使用される濃度計は、完全な白に対して２５５のレベルを出力でき
、黒い、または灰色の測定値に対して低いレベルを出力できる。実験におけるきれいな布
の測定値は、通常、２４５であった。基板からこすり落とされたマーキング材料のせいで
、こすられた布が黒くなっている可能性があるため、こすられた布の測定値は、きれいな
布の測定値よりも低い可能性がある。線形摩擦レベルを取得するために、きれいな布の測
定値から、こすられた布の測定値を差し引くことができる。
【００１５】
　装置１００は、摩擦材料１２１上の検知されたマーキング材料に基づいて、媒体シート
１１２上のマーキング材料１１４の定着強度を判断できるコントローラ１４０を含むこと
ができ、この定着強度はマーキング材料１１４が媒体シート１１２にどれくらいうまく貼
り付いているかを示すことができる。例えば、コントローラ１４０は、摩擦材料１２１上
の検知されたマーキング材料に対応する値と、マーキング材料のない摩擦材料１２１に対
応する値との間の差に基づいて、媒体シート１１２上のマーキング材料１１４の定着強度
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を判断できる。コントローラ１４０は、摩擦材料１２１上の検知されたマーキング材料に
対応する値と、マーキング材料のない摩擦材料１２１に対応する値との間の差を決定する
ことにより、および差と閾値とを比較することにより、媒体シート１１２上のマーキング
材料１１４の定着強度を判断できる。
【００１６】
　センサ１３０は、マーキング材料のない摩擦材料１２１の特徴を検知できる。コントロ
ーラ１４０は、摩擦材料１２１上の検知されたマーキング材料に対応する値と、マーキン
グ材料のない摩擦材料１２１の検知された特徴に対応する値との間の差に基づいて、媒体
シート１１２上のマーキング材料１１４の定着強度を判断できる。例えば、センサ１３０
は、マーキング材料のない摩擦材料１２１のこすられていない白さのレベルを検知でき、
こすられていない白さの値を出力できる。その後、センサ１３０は、媒体シート１１２の
第１の面からこすりつけられた摩擦材料１２１上のマーキング材料に基づいて、こすられ
た白さのレベルを検知でき、こすられた白さの値を出力できる。コントローラ１４０は、
こすられていない白さの値と、こすられた白さの値との間の差に基づいて、媒体シート１
１２上のマーキング材料１１４の定着強度を判断できる。
【００１７】
　コントローラ１４０は、媒体シート１１２上のマーキング材料１１４の定着強度に基づ
いて、印刷装置内の少なくとも１つの作動装置の少なくとも１つの更新された設定点を決
定できる。作動装置の実施例は、定着ロール温度、圧力ロール温度、定着器ニップ圧力、
ニップ滞留時間（プロセス速度）、および／または他の作動装置を含むことができる。定
着器ニップの前に対流予熱などの予熱があるシステムに対する他の実施例では、追加の作
動装置は、空気温度、流速、衝突噴流の高さ、および／または他の作動装置である可能性
がある。コントローラ１４０は、少なくとも１つの更新された設定点に基づいて、少なく
とも１つの作動装置設定点を調節できる。他の方法として、コントローラ１４０は、マー
キング材料の定着強度および／または更新された設定点を出力できる。例えば、プロセス
はオフラインで印刷装置から実行でき、値は、着脱式メモリ上で、もしくはネットワーク
を介して、ユーザに出力でき、または他の方法で、印刷装置の作動装置設定点もしくは他
の要素を調節するための情報を提供するために出力できる。また、マーキング材料１１４
が媒体シート１１２に十分に貼り付いていない場合には、コントローラ１４０は警報信号
を出力できる。
【００１８】
　例えば、装置１００は、インライン定着強度サブシステムである可能性がある。定着さ
れた印刷物は、標準的な布材料などの摩擦材料１２１で覆うことができる裏当て装置１２
２のような針状構造の下を通ることができる。媒体シート１１２上の定着された画像に針
状構造１２２と布１２１とが標準的圧力を加えるように、針状構造１２２を係合できる。
一実施形態では、針状構造１２２はプロセス方向に静止している可能性があり、定着され
た印刷物は針状構造１２２と布１２１との下を移動できる。画像が十分に定着していない
場合、トナーまたはインクは布１２１上に蓄積できる。標準的な長さだけ印刷物をこすっ
た後に、接触していない状態まで針状構造１２２を引っ込めることができる。印刷物に接
触していた布１２１のウェブ部分を、センサ１３０の読み取り位置まで前進させることが
できる。センサ１３０は、こすられた布１２１のグレーレベルを読み取ることができ、コ
ントローラ１４０に測定値を伝達できる。布のグレーレベルと、きれいな布のグレーレベ
ルの間の差は、印刷物からこすり落とされたトナーまたはインクの量の関数である。
【００１９】
　一実施形態例によれば、針状構造圧力は、０．２７平方インチの面積を有することがで
きる針状構造１２２に加えられる５００グラム重により定義できる。５０％のハーフトー
ン画像の４直線インチを、針状構造１２２と布１２１とにより、こすることができる。コ
ントローラ１４０は、センサ１３０からグレーレベル測定値を受信することができ、この
値と許容レベルとを比較することができ、グレーレベル測定値が許容できない場合、作動
装置のうちの１つ以上に関する更新された設定点を決定するためにアルゴリズムを実行で
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きる。更新された設定点は、装置制御と組み合わせてコントローラ１４０により実行でき
る。作動装置の実施例は、定着ロール温度、圧力ロール温度、定着器ニップ圧力、および
プロセス速度に基づく可能性があるニップ滞留時間を含むことができる。定着器ニップの
前に対流予熱などの予熱があるシステムでは、追加の作動装置は、空気温度、流速、衝突
噴流の高さを含むことができる。
【００２０】
　図３は印刷装置３００の説明図の実施例である。印刷装置３００は、印刷装置３００の
中を通って媒体シートを供給できる入力トレイ３１０を含むことができる。印刷装置３０
０は、媒体シート上にマーキング材料の跡を付けることができるマーキングモジュール３
２０を含むことができる。印刷装置３００は、媒体シート上にマーキング材料を貼り付け
ることができる定着モジュール３３０を含むことができる。印刷装置３００は、定着強度
サブシステム３４０を含むことができる。定着強度サブシステム３４０は、装置１００の
要素を含むことができる。印刷装置３００は、定着強度コントローラ３７０を含むことが
できる印刷装置コントローラ３６０を含むことができる。定着強度コントローラ３７０は
コントローラ１４０を含むことができ、実施形態で開示するプロセス操作を実行できる。
印刷装置３００は、印刷装置３００の中を通って供給される媒体シートを受け取ることが
できる出力トレイ３５０を含むことができる。
【００２１】
　例えば、多機能装置などの印刷装置３００は、定着器３３０の後で出力トレイ３５０の
前に媒体経路にインラインに組み込む定着強度サブシステム３４０として装置１００を組
み込むことができる。定着強度サブシステム３４０からのデータは、定着強度コントロー
ラ３７０により処理できる。定着強度コントローラ３７０は、媒体シート上の試験画像が
適切な定着強度を示しているかどうかを判断できる。定着強度が不足している場合には、
定着強度コントローラ３７０は、印刷装置作動装置に対する新しい設定点を決定できる。
印刷装置コントローラ３６０に関連して、定着強度コントローラ３７０に呼応して、印刷
装置３００内の定着器設定点または他の設定点を変更できる。
【００２２】
　図４は、印刷装置における定着強度を制御する方法の一実施例のフローチャート４００
を示している。印刷装置は、媒体シートを搬送するように構成された媒体搬送を有するこ
とができる。印刷装置は、摩擦材料を含む媒体シート摩擦モジュールを有することができ
る。印刷装置はセンサを有することができる。また、印刷装置は、摩擦材料に関して媒体
シートの反対側に組み合わされた裏当て装置を有することができる。
【００２３】
　方法は４１０で開始できる。４２０で、媒体搬送上で媒体シートを搬送できる。媒体シ
ートは媒体シートの少なくとも第１の面上にマーキング材料を有することができる。４３
０で、センサはマーキング材料のない摩擦材料の特徴を検知できる。例えば、センサは、
媒体シートが摩擦材料に接触する前のマーキング材料のない摩擦材料のこすられていない
白さのレベルを検知でき、こすられていない白さの値を出力できる。
【００２４】
　４４０で、摩擦材料を媒体シートと係合できる。裏当て装置を用いて摩擦材料を媒体シ
ートと選択的に係合でき、摩擦材料を媒体シートから選択的に解放できる。４５０で、媒
体シート摩擦モジュールは、媒体シートの第１の面に摩擦材料をこすりつけることができ
る。４６０で、センサは摩擦材料上のマーキング材料を検知でき、このマーキング材料は
媒体シートの第１の面から摩擦材料上にこすりつけられたものである。例えば、センサは
、媒体シートの第１の面からこすりつけられた摩擦材料上のマーキング材料に基づいて、
こすられた白さのレベルを検知でき、こすられた白さの値を出力できる。
【００２５】
　４７０で、摩擦材料上の検知されたマーキング材料に基づいて、媒体シート上のマーキ
ング材料の定着強度を判断できる。定着強度はマーキング材料が媒体シートにどれくらい
うまく貼り付いているかを示すことができる。摩擦材料上の検知されたマーキング材料に
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対応する値と、マーキング材料のない摩擦材料に対応する値との間の差に基づいて、媒体
シート上のマーキング材料の定着強度を判断できる。摩擦材料上の検知されたマーキング
材料に対応する値と、マーキング材料のない摩擦材料に対応する値との間の差を決定する
ことにより、および差と閾値とを比較することにより、媒体シート上のマーキング材料の
定着強度を判断できる。また、摩擦材料上の検知されたマーキング材料に対応する値と、
マーキング材料のない摩擦材料の検知された特徴に対応する値との間の差に基づいて、媒
体シート上のマーキング材料の定着強度を判断できる。また、こすられていない白さの値
と、こすられた白さの値との間の差に基づいて、媒体シート上のマーキング材料の定着強
度を判断できる。媒体シート上のマーキング材料の定着強度に基づいて、印刷装置内の少
なくとも１つの作動装置の少なくとも１つの更新された設定点を決定できる。少なくとも
１つの更新された設定点に基づいて、少なくとも１つの作動装置設定点を調節できる。
【００２６】
　いくつかの実施形態によれば、フローチャート４００のブロックのすべてが必要という
わけではない。さらに、フローチャート４００またはフローチャート４００のブロックは
、例えば、繰り返して何度も実行してもよい。例えば、フローチャート４００は後のブロ
ックから前のブロックに一巡して元に戻ってもよい。さらに、ブロックの多くは、同時に
、または並行プロセスで実行できる。
【００２７】
　図５は、市販の事務用プリンタに対する線形摩擦対定着器ニップ温度を示す一実施例の
グラフ５００である。数値は低いほどよい。例えば、摩擦データは白い布のグレーレベル
から、こすられた布のグレーレベルを差し引いた値として表すことができ、したがって、
低い摩擦値は、白い布の外観を呈しており、布上のトナーまたはインクが少ないと解釈で
き、媒体シート上の画像が、よりよく定着されていることに対応している。例として、許
容できる性能は、４０ユニット以下の線形摩擦レベルとして選択できる。このデータは、
実施形態に記載の装置およびプロセスにより測定される定着強度を向上させる作動装置と
して温度を使用できることを示している。
【００２８】
　図６は、ワックス０％～１３．５％のＦＸＣ－４２と、２８％のＦＸＣ－４２シェルと
を含む青緑色ポリエステルトナーからの印刷物に対する線形摩擦対圧力を示す一実施例の
グラフ６００である。数値は低いほどよい可能性があり、許容できる性能は、例えば、４
０ユニット以下の線形摩擦レベルとして選択できる。このデータは、実施形態に記載の装
置およびプロセスにより測定される定着強度を向上させる作動装置として圧力を使用でき
ることを示している。
【００２９】
　実施形態は定着強度を制御するための装置およびプロセスを提供できる。装置は、プリ
ンタ内のインライン、ニアライン、またはオフラインである可能性がある。試験印刷物上
のターゲットハーフトーン領域を横切ってこすられた布基材上に残っているトナー量は、
濃度計を用いて測定できる。よく定着されていないトナーは、布により印刷物から取り除
くことができる。濃度計摩擦データは、定着強度コントローラへ供給して、最大許容レベ
ルと比較できる。定着強度コントローラは、プリンタ制御と組み合わせて、適切な定着を
実現するために定着器設定点を変更できる。定着強度コントローラの作動装置の実施例は
、定着温度、圧力、および滞留時間に対するプロセス速度を含むことができる。
【００３０】
　実施形態はインライン定着強度サブシステムを提供できる。また、実施形態は、試験画
像の自動供給または手動供給を備えた、および定着強度コントローラにデータを供給する
ための自動操作または手動操作を備えたニアラインである可能性がある定着強度サブシス
テムを提供できる。また、実施形態は、試験画像の自動供給または手動供給を備えた、お
よび定着強度コントローラにデータを供給するための自動操作または手動操作を備えたオ
フラインである可能性がある定着強度サブシステムを提供できる。実施形態は異なるセン
サに対応でき、カラートナーまたはインクの測定ができる。２４ビットカラーを読み取る
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青緑色トナーまたはインク画像に使用できる。緑色チャネルは赤紫色トナーまたはインク
に使用できる。青色チャネルは黄色トナーまたはインクに使用できる。実施形態はカット
シートまたはウェブ給紙システムで使用できる。
【００３１】
　例えば、線形摩擦試験を用いてトナー粒子の凝集力のレベルを測定できる。この試験で
は、印刷物を作り出すために基板にトナーを定着させた後に、選択された布材料で覆われ
た針状構造を印刷物上にこすりつけることができる。針状構造の圧力は、既知の針状構造
の重量と、その上に重量が加わる既知の針状構造の面積との比率で与えることができる。
針状構造は印刷物上を既知の距離移動できる。この試験では、トナー像が基板上に完全に
は固定または定着されていない印刷物では、トナーが布上に蓄積する可能性がある。印刷
物をこすった後に、スキャナなどのセンサを用いて布を走査でき、こすられた布の平均グ
レーレベルと、きれいな布のグレーレベルの間の差を、線形摩擦数として報告できる。線
形摩擦数は低いほど、トナーが基板によりよく固定または定着されていることを示すこと
ができる。線形摩擦試験の実施形態例では、針状構造の重量は５００グラムである可能性
があり、針状構造の面積は０．２７ｉｎ２である可能性があり、針状構造は印刷物の画像
が描写された表面上を４インチ移動できる。線形摩擦試験のこの実施形態では、印刷物が
、最大の線形摩擦数である約６０未満の、例えば、５０未満、４０未満、３０未満、また
は２０未満のような線形摩擦数を有していることが好ましい可能性がある。実施形態例で
は、約４０未満の線形摩擦数は、トナーが基板に対して優れた定着強度で定着しているこ
とを示している。４０～６０の線形摩擦レベルは、トナーが基板に対して優れた定着強度
から十分な定着強度で定着していることを示すことができ、高い線形摩擦レベル数は定着
不足であることを示すことができる。異なる実施態様は異なるセンサを使用でき、ならび
に／または異なる実施態様は異なるきれいな布の測定値、異なるこすられた布の測定値、
および／もしくは異なる好ましい線形摩擦レベルをもたらす可能性がある。
【００３２】
　実施形態は所定の許容できる定着の窓を可能にできる。作動装置および定着値は、閾値
レベルに対する適切な安全係数を含むことができる。値は、媒体、トナーのバッチ、湿度
、ロール年齢、および他の要因に関連している可能性がある。実施形態は、依然として最
大または最小レベルを有する状態で、要素に関して大きな許容範囲を可能にできる。例え
ば、定着温度は低い可能性があるが、それでもなお摩擦プロセスにより十分な定着を示す
可能性がある。したがって、実施形態は、依然として十分な定着を実現しているとき、低
い温度レベルを可能にできる。
【００３３】
　上述の説明は静電写真印刷で使用する定着器に関するものであるが、本明細書の教示お
よびクレームが媒体上のマーキング材料の任意の処理に適用できることが分かるであろう
。例えば、マーキング材料は、トナー、液体もしくはゲルインク、平版インキ、フレキソ
印刷インキ、および／もしくは熱硬化性または放射線硬化性インクを含んでいてもよく、
ならびに／または印刷がうまくいくように、媒体それ自体が、温度などの特定の要件を有
していてもよい。所与の実施形態における媒体上のインクの処理に必要な熱、圧力、およ
び他の条件は、静電写真定着に適した条件とは異なっていてもよい。本明細書で使用する
ように、任意のこのようなマーキング材料、媒体貼り付け処理は、それの正確な特徴にか
かわらず「定着」と見なすべきである。
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